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130 原子は入工により攣韓す 天界154
原子量は，Heの原子量の整数倍となって居る筈であり，從て，原子一個一個
の質量も，必ずやHe原子一個の質量の整数倍になってみる筈であります．
しかし化性上の所謂原子量は，（証に，一際的に年々精密なる測定によって定
められて居りますが，）勿論二様なことにはなってみないのであります．然ら
ば，どうなってみるかと申しますと，酸素を16としての他の元素の原子量は，
或物は比較的整数に近く（例へばC－12．0036，N－1．4008の如く）表はれ献物
は比較的整数よりは大きく離れた小数部分を有してゐ（Ne＝20．18　Cl－36．5）
まして，勿論4の倍数にのみなってはみなv・のであります・所がJ．J．　Thomson
が，其陽極線分析の研究法によりまして，初めて原子拉に分子の一個一個の
質量を比較する方法を案出致しましてから，この原子量と云ふ観念を，一層
精細につき進んで解賦することが出來て來たのであります．同氏はNeに就
て，陽陰線分析を行ひました際，原子量20．18なるこの元素の原子一個の質量
は，（0一一16として見ると，）決して20．18ではなく，20のものと22のものと二種
（後人の研究では尚21との三種）よりなる滉合であると云ふことを見たのであ
ります．目口ち，Ne＝＝＝20。18は，　この二つの同位元素の混合のZF均f直であると
云ふことを魚見したのであります・私がお手鼻ひ致しまして行ひました京大
石野教授の塵素（35．5）に關する同方法による研究の結果も，この比較整湯壷
よりの離れの大きい元素は，亦35及び37（當時34と36と測定は致しました
が）の二種の整数値：で表はされる同位元素の混合であると云ふことを知った
のであります．時を同じうしてAstollは，非常に巧なる方法を案出致しまし
て，原子のかNる性質を特に詳しく研究することに便利な装置を完成致しま
して，多くの元素の原子に就て研究を行ひました．共結果は第一表にある様
に，凡ての元素の原子一個一個の質量は○＝一・16として表はせば殆んど整数で
表はされる様に出來てるるものであると云ふことを明瞭にしたのであります．
　そう致しますと，前に巾上げました様に，原子核が築材より組立てられて
居るであらうと云ふ想豫は，新しV・意味を以て謹嫁が揚って來たわけであり
まして，凡ての元素の原子核は，1と云ふ質：量のもの，帥ち，水素原子核Proton
から組立てられてみるのではなからうか，例へ，それが築材の第二即位とし
てHe（4H）を含むとしても，所詮は，水素拉に水素類似のものの結合して
居るものではなからうかと考へられるのであります．かくて，昔致された，
PrOutの假論が，新しく認識の世界へ蘇生って來たのであります．　（績⇔
